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※ 本資料は、令和5年12月に実施した取組状況調査に併せて
 ご回答いただいたアンケート結果を元に作成しています。
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協働・連携先 取組の内容

市町村 ⇔ 防災士、学校、自治会 まるごとまちごとハザードマップを実施するにあたり、地域に住む防災士や生徒に候
補地を検討してもらい、その中から行政と自治会で基も効果的な設置場所を決定

住民等、市町村 ハザードマップに基づき、地域で発生する可能性の高い災害を知り、避難所までの
ルート確認、非常持出品の準備を行うことで、災害に対する意識を向上させる

町内会、まちづくり協議会 住民参加の避難訓練

地域住民、消防署、
社会福祉協議会、
電力会社 ほか

避難訓練、防災イベント
要支援者に対する避難支援訓練を行うとともに、防災意識の向上を図る

民間会社 ⇔ 国機関、県、市町村 事前放流、洪水時における安全なダム放流、関係各所への確実なダム管理状況の報告

県 ⇔ 学校、防災士会 小学校での出前講座

市町村、各種技術協会
郵便局、山地防災ヘルパー

市町村：土砂災害防止法に基づく緊急調査、緊急調査対応ﾏﾆｭｱﾙに基づく役割分担
市町村・郵便局：山地災害防止ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ時におけるﾘｰﾌﾚｯﾄやﾎﾟｽﾀｰの掲示協力
山地防災ﾍﾙﾊﾟｰ：地域に密着した山地災害関連情報の収集支援のため、森林保全等に関
し知識と熱意がある者へ委嘱し、山地災害に対する的確かつ早急な対策を推進

建設業協会 有事の際における排水ポンプの操作協力や、年一回の合同操作訓練

市町村 防災訓練

農業者 田んぼダムの実証事業や、田んぼダムの理解促進に向けた啓発活動

国機関 ⇔ 県、市町村、学校
各種協会

防災訓練・イベントへの参加、講演会の実施、防災教育の実施

県機関、市町村、学校、
専門家、NPO

防災訓練への参加、講演会の実施、防災教育の実施、イベントによる広報

市町村 事業概要を紹介するパネル展を開催し、上流域での事業が「自分達にも関わる事」と
いった気付きを促す

多様な主体と協働・連携して実施する取組

（協議会構成機関からの回答）
１．各機関が多様な主体と協働・連携して実施している取組



協働・連携先 取組の内容

市町村 ⇔ 農業団体 農業用水路等の水門を操作することで市街地へ流下水量を削減し、排水路系統の雨水排水能力の
向上を図る

県 ⇔ 気象台
国機関

県所有の「自主防災組織のリーダー」のチャンネルを活用し、地域住民に対して流域治水に関す
る啓発や研修会を実施（県・気象台・国等が共催して研修会等を実施）

国機関 ⇔ 治山関係機関 合同現地視察

沿川自治体
大規模開発事業者

行政機関、民間事業者等と連携し、河川・ダム事業に伴い発生する土砂を有効活用した浸水被害
軽減に繋がる盛土、盤上げ

直轄河川改修事業（外水対策）と沿川自治体による内水対策や土地利用規制との連携

沿川自治体による内水対策と併せて行う本川の水位低下対策 

河川改修事業と地域活性化やにぎわいの創出の取組、企業誘致に資する計画などとの連携

（協議会構成機関からの意見）
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２．今後、他の主体と協働・連携して実施したい取組

多様な主体と協働・連携して実施する取組



構成機関実務担当者による現場視察

➤ 日 時：令和５年１１月２７日（月）

➤ 現地視察箇所：① 庄川左岸地区農地防災事業中央管理所（富山県砺波市一番町108）

② 岸渡洪水調整池（富山県砺波市東中地先）

➤ 参 加 機 関：富山市（河川整備課）、砺波市、上市町、立山町、富山県（河川課・砂防課）、

 北陸農政局、中部森林管理局（飛騨森林管理署）、森林整備センター（富山水源林整備事務所）、

利賀ダム工事事務所、富山河川国道事務所

２．日時／実施状況

↑ 庄川左岸地区農地防災事業中央管理所での説明状況

岸渡洪水調整池とは…

洪水時、水路の水が増えた場合に、水路の水を流入させて一時的に貯留し、流出量を調整する施設。
下流にある排水路への排水を少なくすることで、負荷の軽減を図ることが出来る。

↑ 岸渡洪水調整池での現地視察状況

↑ 池敷に設置されている太陽光発電設備

・ 発電した電力の売却益を、
年間維持管理費に充てている。
・ 令和５年７月出水時は、
３次池まで満水の状態となった。

調整池

洪水調整池に貯留した水は、洪水が収束した後で、安全を確認しながら下流域へ排水する。
① 排水路の水が多くなると、流入工から１次池へ水を流入する。

⇓
② １次池が満水になると２次池、２次池が満水になると３次池に流入する。

⇓
③ 洪水が収束した後は、１次池の放流工より排水路へ排水させる。

↑ 北陸農政局による岸渡洪水調整池の説明状況

● 流域治水プロジェクトにおける取組の深化や協働・連携による活性化を図るため、流域治水プロジェクト協議会の
構成機関の実務担当者が集い現地視察を開催。
● 北陸農政局が整備し、庄川左岸地区農地防災施設管理協議会が管理している「岸渡洪水調整池」等の現地視察
を行い、施設の目的や管理方法、令和５年７月出水時における効果について、関係機関との共有を図った。
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神通川流域治水プロジェクト
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